




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 3 4 5 6 
て恒に
新
しい
久
遠の
現
在感
が享
受され
るの
であ
る。
たほ
と
れらは、真
と
善
と、
美
との
三
位一
体観
に包
摂帰
納さ
れよ
う
。
と
と
ろが
とれ
まで
の日
本の
歴
史研究
は
、「
善
」の
羅
列に
偏
重し
す
ぎて
、
それ
ゆゑ
に
－J一患」
とい
ふも
の
を意
識す
る
とと
は
、不
可能
で
るった
。
さうい
ふ
態度
批判
と
し
て
、「
真」
の這
求が
はじ
ま
った
わけで
るる
。
けれどもま
Jた
そ
れが、
「偽」
の
暴露
に傾
倒し
す
ぎる
現況
に到
って
ゐる
。
と
とに
、お
い
て認
知したけれ
ばな
らぬ
乙と
は、
醜の
上に立つ
「美
」
への
祈り
↓「
信」
であった
。
「信」
が与
へ
る透
徹し
た暖
劫の凝
視カ
で
るる
。
思想家
亀井勝
一郎
の資
質は、
いふ
まで
もな
く詩
人で
る
る。
しか
も一
間期的
の叙
事詩
人で
ある
。
彼の
文
明批評
は、
まさ
に務
代不
世出
のもの
、
よって
も
のす
る評
論は、
雄勤
にし
て細
綴
・委
曲に
して明
断、
そ
の感
性は壮
麗の
致乞
極め、
表現
また
絶
妙で
ある
。
とと
に何
ごとに
もま
さ
る深
甚に
して
博大た
人間
観、
烈々 …餓
え立
つ
生の
気腕、
神に
迫る
知性
との
対
決、
もう
すべ
て
が古
今最
高の
詩人
と類
縁を
同じ
くし
てゐる
。
- 58 -
